
(57)【要約】

【課題】液晶ディスプレイパネルにおける画素欠陥を抑

制することが可能な技術を提供する。

【解決手段】対向電極と液晶を挟んで対向配置された画

素電極２には、複数の貫通孔２０が互いに離れて形成さ

れている。これにより、画素電極２に異物が付着した場

合には、画素電極２を部分的に除去して貫通孔２０間を

連通させることによって、画素電極２において異物が付

着している部分を当該画素電極２から切り離すことがで

きる。従って、導電性の異物が画素電極２に付着した場

合であっても、画素電極２の除去部分を低減しつつ、画

素電極２と対向電極との電気的接続を回避できる。よっ

て、画素電極２を除去する際に電極片が生じた場合であ

っても、当該電極片の発生量を低減でき、当該電極片が

周囲に付着することを抑制できる。その結果、新たな画

素欠陥の発生を抑制することができる。

【選択図】図１

JP 2007-10824 A 2007.1.18



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 電 極 と 、
　 液 晶 を 挟 ん で 前 記 画 素 電 極 と 対 向 配 置 さ れ た 対 向 電 極 と
を 備 え 、
　 前 記 画 素 電 極 に は 、 複 数 の 貫 通 孔 が 互 い に 離 れ て 設 け ら れ て い る 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ
ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 貫 通 孔 は 、 前 記 画 素 電 極 の 端 面 が 凹 凸 状 に な る よ う に 当 該 画 素 電 極 の 端 部 に
少 な く と も 設 け ら れ て い る 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 貫 通 孔 は 、 前 記 画 素 電 極 の 全 面 に 渡 っ て 設 け ら れ て い る 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 画 素 欠 陥 修 正
方 法 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 に 異 物 が 付 着 し た 場 合 に 、 前 記 画 素 電 極 を 部 分 的 に 除 去 し て 前 記 複 数 の 貫
通 孔 の う ち 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 画 素 電 極 に お い て
前 記 異 物 が 付 着 し て い る 部 分 を 前 記 画 素 電 極 か ら 切 り 離 す 、 画 素 欠 陥 修 正 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と そ の 画 素 欠 陥 修 正 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 、 例 え ば 、 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） や 画 素 電 極
な ど が 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 と 、 対 向 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 と が 所 定 距 離 を 成 し て
対 向 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ら の 基 板 間 に は 液 晶 が 封 入 さ れ て い る 。 そ し て 、 当 該 液 晶 に 電
圧 が 印 加 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 透 過 す る 光 の 透 過 率 が 変 化 す る 。
こ の よ う な 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 と の 間 に 導 電 性 異 物 が 存 在
す る と 、 こ の 導 電 性 異 物 に よ っ て 画 素 電 極 と 対 向 電 極 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と が あ る
。 そ の 結 果 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 画 素 電 極 に 電 圧 を 印 加 す る と 、 画 素 電 極 と 対 向 電
極 と が 同 電 位 と な る 。 こ の 場 合 に は 、 ノ ー マ リ ホ ワ イ ト 方 式 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で
は 輝 点 欠 陥 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 輝 点 欠 陥 を 修 正 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 異
物 周 辺 の 画 素 電 極 を レ ー ザ 照 射 に よ っ て 破 壊 し 、 こ れ に よ っ て 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 と を
電 気 的 に 絶 縁 し 、 輝 点 欠 陥 を 修 正 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ８ ６ ２ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 異 物 周 辺 の 画 素 電 極 を レ ー ザ 照 射 に よ っ て 破 壊
し て い る た め 、 こ の と き 飛 散 し た 画 素 電 極 片 が 周 辺 の 正 常 画 素 に お け る 画 素 電 極 等 に 付 着
し て 、 新 た な 輝 点 欠 陥 を 引 き 起 こ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に は 、 異 物 周 辺 の 液 晶 に も レ ー ザ が 照 射 さ れ る た め 、 当 該 液 晶 の 配 向 が 乱 れ て し ま う
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こ と が あ る 。 そ の た め 、 液 晶 に お け る レ ー ザ 照 射 部 分 が 輝 点 と な り 、 当 該 輝 点 が 観 察 者 に
視 認 さ れ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 述 の 問 題 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に
お け る 画 素 欠 陥 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 画 素 電 極 と 、 液 晶 を 挟 ん で 前 記 画 素 電 極 と 対 向
配 置 さ れ た 対 向 電 極 と を 備 え 、 前 記 画 素 電 極 に は 、 複 数 の 貫 通 孔 が 互 い に 離 れ て 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 画 素 欠 陥 修 正 方 法 は 、 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 画 素 欠 陥 修 正 方
法 で あ っ て 、 前 記 画 素 電 極 に 異 物 が 付 着 し た 場 合 に 、 前 記 画 素 電 極 を 部 分 的 に 除 去 し て 前
記 複 数 の 貫 通 孔 の う ち 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 画 素 電
極 に お い て 前 記 異 物 が 付 着 し て い る 部 分 を 前 記 画 素 電 極 か ら 切 り 離 す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に よ れ ば 、 画 素 電 極 に 異 物 が 付 着 し た 場 合 に は 、 画
素 電 極 を 部 分 的 に 除 去 し て 貫 通 孔 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 画 素 電 極 に お い て 異 物 が
付 着 し て い る 部 分 を 当 該 画 素 電 極 か ら 切 り 離 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 導 電 性 の 異 物 が 画
素 電 極 に 付 着 し た 場 合 で あ っ て も 、 画 素 電 極 の 除 去 部 分 を 低 減 し つ つ 、 画 素 電 極 と 対 向 電
極 と の 電 気 的 接 続 を 回 避 で き る 。 よ っ て 、 画 素 電 極 を 除 去 す る 際 に 電 極 片 が 生 じ た 場 合 で
あ っ て も 、 当 該 電 極 片 の 発 生 量 を 低 減 で き 、 当 該 電 極 片 が 周 囲 に 付 着 す る こ と を 抑 制 で き
る 。 そ の 結 果 、 新 た な 画 素 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 画 素 欠 陥 修 正 方 法 に よ れ ば 、 画 素 電 極 に 異 物 が 付 着 し た 場 合 に は 、 画
素 電 極 を 部 分 的 に 除 去 し て 貫 通 孔 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 画 素 電 極 に お い て 異 物 が
付 着 し て い る 部 分 を 当 該 画 素 電 極 か ら 切 り 離 し て い る 。 従 っ て 、 導 電 性 の 異 物 が 画 素 電 極
に 付 着 し た 場 合 で あ っ て も 、 画 素 電 極 の 除 去 部 分 を 低 減 し つ つ 、 画 素 電 極 と 対 向 電 極 と の
電 気 的 接 続 を 回 避 で き る 。 よ っ て 、 画 素 電 極 を 除 去 す る 際 に 電 極 片 が 生 じ た 場 合 で あ っ て
も 、 当 該 電 極 片 の 生 成 量 を 低 減 で き 、 当 該 電 極 片 が 周 囲 に 付 着 す る こ と を 抑 制 で き る 。 そ
の 結 果 、 新 た な 画 素 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ， ２ は 、 そ れ ぞ れ 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 構 造 を 部 分
的 に 示 す 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 例 え
ば ノ ー マ リ ホ ワ イ ト 方 式 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で あ っ て 、 行 列 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の
画 素 構 造 ５ ０ を 備 え て い る 。 図 １ で は 、 複 数 の 画 素 構 造 ５ ０ の う ち の 一 つ を 示 し て い る 。
図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 画 素 構 造 ５ ０ は 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ と 、 画 素 電 極 ２ と 、 列 方 向 Ｙ に 延 在 す る ソ ー ス 配 線 ３ と 、 ド レ イ ン 配
線 ４ と 、 行 方 向 Ｘ に 延 在 す る ゲ ー ト 配 線 ５ と 、 同 じ く 行 方 向 Ｘ に 延 在 す る 蓄 積 容 量 配 線 ６
と を 備 え て お り 、 こ れ ら は 図 示 し な い ガ ラ ス 基 板 等 の 基 板 上 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ は 、 例 え ば 正 ス タ ガ 型 の ａ － Ｓ ｉ （ ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ） Ｔ Ｆ Ｔ
で あ る 。 ソ ー ス 配 線 ３ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ の ソ ー ス 領 域 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い
る 。 ド レ イ ン 配 線 ４ の 一 端 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ の ド レ イ ン 領 域 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ
れ て お り 、 そ の 他 端 は 画 素 電 極 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 配 線 ５ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １
の ゲ ー ト 電 極 と し て 機 能 し 、 ソ ー ス 配 線 ３ の 一 部 と ド レ イ ン 配 線 ４ の 一 部 の 上 方 に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 画 素 電 極 ２ に は 、 そ の 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ が 互 い に 離 れ て 形 成 さ れ て
い る 。 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ の そ れ ぞ れ は 四 角 柱 形 状 を 成 し て お り 、 画 素 電 極 ２ の 列 方 向 Ｙ に
お け る 両 端 部 に 形 成 さ れ て い る も の を 除 い て 、 行 列 状 に 配 置 さ れ て い る 。 画 素 電 極 ２ の 列
方 向 Ｙ に お け る 両 端 部 の そ れ ぞ れ で は 、 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ が 等 間 隔 で 行 方 向 Ｘ に 沿 っ て 形
成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ に よ っ て 、 画 素 電 極 ２ の 列 方 向 Ｙ の 両 端 面 ２ ａ
の そ れ ぞ れ は 凹 凸 状 に な っ て い る 。 ま た 、 画 素 電 極 ２ の 行 方 向 Ｘ に お け る 両 端 面 ２ ｂ の そ
れ ぞ れ は 、 当 該 画 素 電 極 ２ の 行 方 向 Ｘ に お け る 端 部 に 列 方 向 Ｙ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 複
数 の 貫 通 孔 ２ ０ に よ っ て 凹 凸 状 に な っ て い る 。 な お 、 貫 通 孔 ２ ０ の 形 状 は 四 角 柱 形 状 に 限
定 さ れ る こ と は な く 、 三 角 柱 形 状 、 五 角 柱 形 状 あ る い は 円 柱 形 状 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 蓄 積 容 量 配 線 ６ は 、 列 方 向 Ｙ に お け る 画 素 電 極 ２ の 一 方 の 端 部 上 に 、 図 示 し な い 絶 縁 膜
を 介 し て 形 成 さ れ て お り 、 当 該 絶 縁 膜 と 画 素 電 極 ２ と と も に 蓄 積 容 量 Ｃ ｓ を 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 電 極 ２
と 所 定 距 離 を 成 し て 対 向 電 極 ７ が 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 画 素 電 極 ２ と 対 向 電
極 ７ と の 間 に は 液 晶 ８ が 充 填 さ れ て い る 。 な お 対 向 電 極 ７ は 、 図 示 し な い ガ ラ ス 基 板 等 の
基 板 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う な 構 造 を 備 え る 本 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 、 ゲ ー ト 配 線 ５ に 所 定 電 圧 が
印 加 さ れ て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 機 能 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ が オ ン 状 態 と な る と 、
ソ ー ス 配 線 ３ に 印 加 さ れ た 駆 動 電 圧 が ド レ イ ン 配 線 ４ を 介 し て 画 素 電 極 ２ に 印 加 さ れ る 。
一 方 で 、 画 素 電 極 ２ と 対 向 配 置 さ れ た 対 向 電 極 ７ に も 所 定 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 そ の 結 果 、
画 素 電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 間 に 電 圧 差 が 生 じ て 、 そ れ ら の 間 の 液 晶 ８ に は 電 界 が 印 加 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 本 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 透 過 す る 光 の 透 過 率 が 変 化 す る 。 ま た 、
画 素 電 極 ２ に 印 加 さ れ た 駆 動 電 圧 は 蓄 積 容 量 Ｃ ｓ で 蓄 積 さ れ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ が オ フ
状 態 に な っ た 場 合 で あ っ て も 画 素 電 極 ２ に は 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 画 素 電 極 ２ に 異 物 が 付 着 し た 場 合 に 生 じ る 画 素 欠 陥 の 修 正 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 図 ３ は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 な お 図 ３ 及 び 後 述 す
る 図 ４ ～ ９ で は 、 図 １ に 示 さ れ る 画 素 構 造 ５ ０ を 部 分 的 に 拡 大 し て 示 し て い る 。 図 ３ に 示
さ れ る よ う に 画 素 電 極 ２ に 異 物 １ ０ ０ が 付 着 し た 場 合 に は 、 画 素 電 極 ２ を 部 分 的 に 除 去 し
て 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 ２ ０ 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ り 、 画 素 電 極 ２ に お い て 異 物 １ ０
０ が 付 着 し て い る 部 分 ２ ｃ （ 以 後 、 「 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ 」 と 呼 ぶ ） を 当 該 画 素 電 極 ２ か ら
切 り 離 す 。 こ の と き の 画 素 電 極 ２ の 除 去 は 、 例 え ば 除 去 対 象 部 分 に レ ー ザ を 照 射 す る こ と
に よ っ て 行 う 。 図 ３ に 示 さ れ る 例 で は 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ の 周 辺 に 設 定 さ れ た 除 去 対 象 部
分 １ ０ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 当 該 部 分 １ ０ を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う
に 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ の 周 辺 の ４ つ の 貫 通 孔 ２ ０ が 互 い に 連 通 す る よ う に な り 、 異 物 付 着
部 分 ２ ｃ が 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に し て 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 す こ と に よ っ て 、 導 電 性 の 異
物 １ ０ ０ が 画 素 電 極 ２ に 付 着 し た 場 合 で あ っ て も 、 画 素 電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 電 気 的 接
続 を 回 避 で き 、 ノ ー マ リ ホ ワ イ ト 方 式 の 本 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 輝 点 欠 陥 の 発 生 を
防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 異 物 １ ０ ０ が ソ ー ス 配 線 ３ な ど の 配 線 と 画 素 電 極 ２ と に ま た が っ て そ れ ら に 付 着
し た 場 合 で あ っ て も 、 同 様 に し て 、 画 素 電 極 ２ を 部 分 的 に 除 去 し て 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ 間 を
連 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 分 離 す る こ と が で き る 。 図
５ は 、 異 物 １ ０ ０ が ソ ー ス 配 線 ３ と 画 素 電 極 ２ と に ま た が っ て 形 成 さ れ た 場 合 の 本 画 素 欠
陥 修 正 方 法 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 本 例 に お い て も 、 図 ３ の 例 と 同 様 に 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ
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の 周 辺 に 設 定 さ れ た 除 去 対 象 部 分 １ ０ に レ ー ザ を 照 射 し て 当 該 部 分 １ ０ を 除 去 す る 。 こ れ
に よ り 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ に 隣 接 す る 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ が 互 い に
連 通 す る よ う に な り 、 当 該 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ が 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 さ れ る 。 従 っ て 、 導
電 性 の 異 物 １ ０ ０ が ソ ー ス 配 線 ３ と 画 素 電 極 ２ と に ま た が っ て 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も
、 画 素 電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 電 気 的 接 続 を 回 避 す る こ と が で き る と と も に 、 画 素 電 極 ２
と ソ ー ス 配 線 ３ と の 電 気 的 接 続 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 異 物 １ ０ ０ が 互 い に 隣 り 合 う ２ つ の 画 素 構 造 ５ ０ の 画 素 電 極 ２ に ま た が っ て そ れ
ら に 付 着 し た 場 合 で あ っ て も 、 同 様 に し て 、 当 該 ２ つ の 画 素 構 造 ５ ０ の そ れ ぞ れ に お い て
、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 す こ と が で き る 。 図 ７ は 、 異 物 １ ０ ０ が 隣 り
合 う ２ つ の 画 素 構 造 ５ ０ に ま た が っ て 形 成 さ れ た 場 合 の 本 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 平 面 図
で あ る 。 図 ７ の 例 で は 、 異 物 １ ０ ０ は 、 列 方 向 Ｙ で 互 い に 隣 り 合 う 画 素 構 造 ５ ０ に ま た が
っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ７ の 上 側 の 画 素 構 造 ５ ０ に お い て は 、 異 物 １ ０ ０ は 蓄 積 容
量 配 線 ６ と 画 素 電 極 ２ と に ま た が っ て そ れ ら に 付 着 し て お り 、 下 側 の 画 素 構 造 ５ ０ に お い
て は 、 異 物 １ ０ ０ は ゲ ー ト 配 線 ５ と 画 素 電 極 ２ と に ま た が っ て そ れ ら に 付 着 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 例 で は 、 上 側 の 画 素 構 造 ５ ０ の 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ の 周 辺 に 設 定 さ れ た 除 去 対 象 部 分 １
０ と 、 下 側 の 画 素 構 造 ５ ０ の 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ の 周 辺 に 設 定 さ れ た 除 去 対 象 部 分 １ ０ と に
そ れ ぞ れ レ ー ザ を 照 射 し 、 こ れ ら の 除 去 対 象 部 分 １ ０ を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ８ に 示
さ れ る よ う に 、 上 側 及 び 下 側 の 画 素 構 造 ５ ０ の そ れ ぞ れ に お い て 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ に 隣
接 す る ２ つ の 貫 通 孔 ２ ０ が 互 い に 連 通 し て 、 当 該 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ が 画 素 電 極 ２ か ら 切 り
離 さ れ る 。 同 様 に 、 下 側 の 画 素 構 造 ５ ０ に お い て は 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ に 隣 接 す る ２ つ の
貫 通 孔 ２ ０ が 互 い に 連 通 し て 、 当 該 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ が 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 さ れ る 。 従
っ て 、 導 電 性 の 異 物 １ ０ ０ が 画 素 構 造 ５ ０ 間 に ま た が っ て 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 当
該 画 素 構 造 ５ ０ の そ れ ぞ れ に お い て 画 素 電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 電 気 的 接 続 を 回 避 す る こ
と が で き る と と も に 、 当 該 隣 接 す る ２ つ の 画 素 構 造 ５ ０ の 画 素 電 極 ２ 間 の 電 気 的 接 続 を 回
避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 除 去 対 象 部 分 １ ０ へ の レ ー ザ の 照 射 は 、 対 向 電 極 ７ 等 が 形 成 さ れ て い る 基 板 側 か
ら 当 該 基 板 を 介 し て 行 っ て も 良 い し 、 画 素 電 極 ２ 等 が 形 成 さ れ て い る 基 板 側 か ら 当 該 基 板
を 介 し て 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 、 画 素 電 極 ２ に は 複 数
の 貫 通 孔 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 画 素 電 極 ２ に 異 物 １ ０ ０ が 付 着 し た 場 合 に は 、 画 素 電 極
２ を 部 分 的 に 除 去 し て 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 ２ ０ 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ り 、 異 物 付 着
部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 異 物 が 付 着 し て い る 部 分 の 周
辺 を す べ て 除 去 す る 上 述 の 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 よ り も 画 素 電 極 ２ の 除 去 部 分 を 低 減 し
つ つ 、 画 素 電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 電 気 的 接 続 を 回 避 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 画 素 電
極 ２ を 除 去 す る 際 に 電 極 片 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 当 該 電 極 片 の 発 生 量 を 低 減 で き 、 当
該 電 極 片 が 周 辺 の 正 常 な 画 素 構 造 ５ ０ に 付 着 す る こ と を 抑 制 で き る 。 そ の 結 果 、 新 た な 画
素 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 画 素 電 極 ２ を 部 分 的 に 除 去 す る 際 に レ ー ザ を 用 い た 場 合 で あ っ て も 、 画 素 電 極 ２
に 対 す る レ ー ザ 照 射 部 分 を 低 減 で き る た め 、 画 素 電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 間 の 液 晶 ８ に 対
す る レ ー ザ 照 射 部 分 も 低 減 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 レ ー ザ 照 射 に よ っ て 液 晶 ８ の 配 向
が 乱 れ る こ と を 抑 制 で き 、 新 た な 画 素 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 導 電 性 の 異 物 １ ０ ０ が ソ ー ス 配 線 ３ 等 の 配 線 と 画 素 電 極 ２ と に ま た が っ て 形 成 さ
れ た 場 合 で あ っ て も 、 画 素 電 極 ２ に 設 け ら れ た 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ 間 を 連 通 さ せ る こ と に よ
っ て 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 す こ と が で き る た め 、 当 該 配 線 に レ ー ザ を

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-10824 A 2007.1.18



照 射 す る 必 要 は な い 。 よ っ て 、 当 該 配 線 を 損 傷 す る こ と な く 、 画 素 電 極 ２ と 当 該 配 線 と の
電 気 的 接 続 を 回 避 で き る 。 特 に 、 蓄 積 容 量 配 線 ６ に レ ー ザ を 照 射 し た 場 合 に は 、 当 該 蓄 積
容 量 配 線 ６ と 画 素 電 極 ２ と が 短 絡 す る こ と が あ る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 蓄 積 容 量 配 線 ６
に レ ー ザ 照 射 を 行 う 必 要 は な い た め 、 こ の よ う な 不 具 合 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 導 電 性 の 異 物 １ ０ ０ が 画 素 構 造 ５ ０ 間 に ま た が っ て 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、
画 素 構 造 ５ ０ の そ れ ぞ れ に お い て 、 画 素 電 極 ２ に 設 け ら れ た 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ 間 を 連 通 さ
せ る こ と に よ っ て 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 す こ と が で き る た め 、 画 素 構
造 ５ ０ 間 の 電 気 的 接 続 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 本 実 施 の 形 態 で は 、 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ａ ， ２ ｂ が 凹 凸 状 に な る よ う に 当 該 画 素 電
極 ２ の 端 部 に 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 画 素 電 極 ２ の 当 該 端 部 に 異
物 １ ０ ０ が 付 着 し た 際 の 画 素 電 極 ２ の 除 去 部 分 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 以 下 に こ の 効
果 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ９ は 、 本 実 施 の 形 態 と は 異 な り 、 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ｂ が 平 面 で あ っ て 凹 凸 状 で は な
く 、 各 貫 通 孔 ２ ０ が 画 素 電 極 ２ に 完 全 に 取 り 囲 ま れ て い る 場 合 の 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す
平 面 図 で あ る 。 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ｂ が 平 面 の 場 合 に は 、 当 該 端
面 ２ ｂ を 含 む 画 素 電 極 ２ の 端 部 に 異 物 １ ０ ０ が 付 着 す る と 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極
２ か ら 切 り 離 す た め に 、 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ｂ と 貫 通 孔 ２ ０ と を 接 続 す る 部 分 を も 除 去 対
象 部 分 １ ０ と す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 に は 、 画 素 電 極 ２ の 除 去 部 分 が 増 大 し 、
画 素 電 極 ２ を 除 去 す る 際 に 発 生 す る 電 極 片 が 隣 接 す る 画 素 構 造 ５ ０ に 付 着 す る 可 能 性 が 高
く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ｂ が 凹 凸 状 で あ る 場 合 に は 、 上 記 図 ５
に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ｂ と 貫 通 孔 ２ ０ と を 接 続 す る 上 記 部 分 は 存 在 し な
い た め 、 図 ８ に 示 さ れ る 場 合 よ り も 画 素 電 極 ２ の 除 去 部 分 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 画 素 電 極 ２ の 端 面 ２ ａ ， ２ ｂ が 凹 凸 状 の 場 合 に は 画 素 電 極 ２ の 除 去 部 分 を
低 減 で き る た め 、 画 素 電 極 ２ を 除 去 す る 際 に 電 極 片 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 当 該 電 極 片
の 発 生 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 当 該 電 極 片 が 周 囲 に 付 着 し に く く な り 、 新
た な 画 素 欠 陥 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 本 実 施 の 形 態 の よ う に 、 複 数 の 貫 通 孔 ２ ０ を 画 素 電 極 ２ の 全 面 に 渡 っ て 形 成 し た 場
合 に は 、 異 物 １ ０ ０ が 画 素 電 極 ２ の ど の 部 分 に 付 着 し た か に 関 わ ら ず 、 画 素 電 極 ２ の 除 去
部 分 を 低 減 し つ つ 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 す こ と が で き る 。 そ の 結 果
、 更 に 新 た な 画 素 欠 陥 の 発 生 が 確 実 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 で は 、 画 素 電 極 ２ に 異 物 １ ０ ０ が 付 着 し た
場 合 に は 、 画 素 電 極 ２ を 部 分 的 に 除 去 し て 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 ２ ０ 間 を 連 通 さ せ る こ
と に よ り 、 異 物 付 着 部 分 ２ ｃ を 画 素 電 極 ２ か ら 切 り 離 し て い る 。 従 っ て 、 導 電 性 の 異 物 １
０ ０ が 画 素 電 極 ２ に 付 着 し た 場 合 で あ っ て も 、 画 素 電 極 ２ の 除 去 部 分 を 低 減 し つ つ 、 画 素
電 極 ２ と 対 向 電 極 ７ と の 電 気 的 接 続 を 回 避 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 画 素 電 極 ２ を 除 去
す る 際 に 電 極 片 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 当 該 電 極 片 の 発 生 量 を 低 減 で き 、 当 該 電 極 片 が
周 辺 の 正 常 な 画 素 構 造 ５ ０ に 付 着 す る こ と を 抑 制 で き る 。 そ の 結 果 、 新 た な 画 素 欠 陥 の 発
生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 構 造 を 部 分 的 に 示 す 平 面 図
で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 構 造 を 部 分 的 に 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 画 素 欠 陥 修 正 方 法 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ２ 　 画 素 電 極 、 ２ ａ ， ２ ｂ 　 端 面 、 ２ ｃ 　 異 物 付 着 部 分 、 ２ ０ 　 貫 通 孔 、 １ ０ ０ 　 異 物
。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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